
は じ め に

生成 AI（Generative Artificial Intelligence）は、文章の
生成だけではなく、画像も生成する機能をもつ AI モデ
ルの総称であるが、現在、大学教育に対して大きな影響
力をもつようになると予測されているのは、テキストを
生成する ChatGPT を代表とする AI である。その基本
的な仕組みは、これまでの機械学習と同じように、過去
の材料を学習することによりモデルを作成し、それに基
づいてテキストを生成するという仕組みとされる。

その代表格である ChatGPT は OpenAI 社が 2020年に
発表し、2022年 11月には GPT3（Generative Pretrained
Transformer3）を一般公開した。また、2月 2日にはサ
ブスクリプションプラン ChatGPT Plus を公表し、無料
提供よりも充実したサービスを提供している。Chat と
呼ばれるように、日本語を含めて言葉で投げかけた質問
に対して言葉で回答するチャットボットであるが、注目
されているのは、その出力の素早さと、回答の質が人間
が書いた文章と区別がつかないレベルにあることであ
る。このことから、レポートや論文など、文章で表現す
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る課題を、学生が自分では考えないで作成・提出してし
まう可能性が危惧されるのである。
ChatGPT については、現在、急速に利用者が拡大し
つつあるとされるが（東京新聞 2023年 4月 10日）、こ
の変化を受けて、ChatGPT を国会答弁に活用すること
や、行政文書の作成に利用することなどの議論がニュー
スとして報道されてきた。そして、政治家が自分自身の
名前を入れ、どんな人物かを回答させたところ、全く事
実と違った、しかし、あたかもそれらしい回答が得られ
たということもニュースとして報道された（毎日新聞
2023年 4月 18日）。
そして、大学における活用についても今後に向けて検
討が始まっている。方向性のひとつは、その活用を制限
することである。制限する理由のひとつは、質問が AI

の学習材料として活用されることから、自分が質問する
ことによる個人情報の流出を防ぎ、情報を管理する必要
があることである。これは、現在の生成 AI に、既成の
法制度が追い付いていないことの反映であり、社会制度
の整備が求められるだろう。
利用制限のもうひとつの理由は、成績評価の公平性を
保証するための対策としてのものである。先に紹介した
ように不正確な情報が含まれているという問題だけでは
なく、成績評価につながるレポートや論文を、本人では
なく生成 AI によって作成して提出する場合には、提出
者を過大に評価するという結果になり、不正につながる
可能性があるからである。東大新聞オンラインでは、教
育・情報担当の副学長が ChatGPT に対応し、成績評価
の際に、教員が対面審査や筆記試験を組み合わせる必要
があるとしている。
また、上智大学では在学生に向けて、AI チャットボ
ットが作成した文章やプログラム、計算結果は、本人が
作成したものではないので、使用を認めないという方針
を発表している。この方針は、2023年度の履修要覧に
も明示されているとのことである（上智大学ホームペー
ジ）。東北大学のオンライン授業ガイドでは、2023年の
3月に ChatGPT に関するページが追加された。学生向
きガイダンスでは、授業によっては、ChatGPT の利用
が、剽窃とみなされる場合があることが警告されてい
る。また、教員向けのガイダンスでは、課題内容や出題
方法を工夫するなどの評価の注意が示されている。
ここでは、一般公開から時間の立っていない 2023年

4月時点での本学の心理科学科の学生の ChatGPT 利用
の実態を知り、今後の教育における対応の基礎データを
提供することを目的とした。調査内容は、ChatGPT 利
用実態の調査項目に関する質問を、ChatGPT に考案さ
せて、得られた質問項目を元に修正して作成した。つま

り、この調査は、ChatGPT 自身による、その利用実態
に関する調査結果を示すものである。したがって、調査
内容が妥当であるかどうかも、ChatGPT の機能を反映
している。

方 法

調査日時と手続き：2023年 4月 23日から 30日に、1年
生から 3年生については、本学心理科学科の専門必修授
業の出席者を対象に、また、4年生では必修の講義がな
いので選択科目の授業出席者を対象として、授業支援シ
ステムのマナバの小テスト機能により質問を提示し、そ
れに対して各自がスマホから回答した。調査開始時に、
口頭でこの調査が今後の教育のためのものであることを
説明し、また、小テストのはじめにも説明文を掲載し
た。
対象者：授業の受講者には過年度生や他学部生も部分的
に含まれている。4授業について回答の重複を除くと、
履修登録者数は 319で、有効回答数は 266であり、その
うち心理学科生は 256名であった。学年間の比較を明確
にするためには、科目配当年次の心理科学科の学生のみ
を選択し、学年別の集計では 1年生 72名、2年生 64

名、3生年 71名、4年 40名の合計 247名を分析対象と
した。
調査内容：ChatGPT に「心理学専攻大学生の ChatGPT

の利用実態の質問 10問」の提案を依頼して作成させ、
質問文や選択肢を調整して実施した。内容は、ChatGPT
について、1知ったきっかけ、2利用目的、3利用頻度、
4満足度、5活用度、6新しい学び、7情報収集の変化、
8不便な点、9注意点、10改善要望であった。質問文と
その回答選択肢の詳細を表 1に示した。ChatGPT の回
答を調整した点としては、選択肢をより詳しく整理し、
また、今回の調査では利用者が少ない可能性を考慮し
て、選択肢に「利用していない」という回答を付加した
ことが大部分である。
分析方法：統計的分析には SPSS28を用いた。学年と利
用実態のクロス集計結果については χ 二乗検定を用い
て有意性を検討した。
倫理的配慮：調査の実施にあたっては十分なインフォー
ムドコンセントの手順を確認し実施した。また、データ
処理においては匿名化をはかり個人情報の保全に努め
た。本研究は教育実践の向上をめざした実態調査で、結
果は今後の大学教育に活かすものであり、生命科学研究
の研究倫理審査の対象ではない。
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結 果

1．ChatGPT 利用の実態
表 1に、10問の質問と選択肢への回答を示した。
第 1問では、ChatGPT を知らないと回答したのが全
体の 45.7％であり、この調査時点では、約半数が聞い
たことがないという状況であったことを示した。一方、
知っているという回答の中ではインターネットで見かけ
たという回答が約 75％と大部分であった。
第 2問では、利用していないという回答が全体の 81

％であることが示されており、利用者は 20％未満であ
った。利用者の中では、知識や情報を習得するために利
用する割合が最も多く、利用者の 35％であり、コミュ
ニケーションは 18％、課題や研究のためは 12％であっ
た。
第 3問の利用頻度の質問では、利用していないという
回答が 87％であり、利用していても月に数回あるいは
それ以下が 82％と大部分であった。毎日利用する人は
0人であり、この時点で、ChatGPT 利用の頻度はかなり
低いというのが実態であった。
第 4問の利用の満足度では、40人の利用者の 43％が

かなり満足している、あるいは、非常に満足していると
回答している。つまり、利用している学生にとっては、
満足していると回答している割合は多い。

2．ChatGPT 利用の課題
第 5問以降は、活かし方に関するものであり、第 5問
は課題や研究への活かし方であるが、利用がある場合に
も、全く生かしていないという選択が最大で 42％であ
った。第 6問は、利用によって自分が知らなかったこと
を学んだかを聞いているが、ここでは最大が少し学ぶこ
とができたという選択で 49％であった。第 7問の利用
で調査や情報の収集方法が変わったかについては選択回
答が広く分布し、大幅あるいはかなりに変わった人もい
れば、あまりあるいは全く変わっていない人も少なくな
かった。
第 8問は、ChatGPT 利用にあたっての不便について
の質問であるが、最も選択が多かった回答は、回答が適
切でないことがあるであり、利用している人のうちの
53％であった。一方、不便に関する点が特にないの回
答も 25％あった。第 9問は利用に際して気を付けてい
ることを聞いているが、最も多かった回答は、疑問点が
ある場合は他の情報も参照するという回答で、50％が
選択していた。クロス分析によれば、第 8問の回答が適
切ではない場合の 53％を占めていた（χ2＝271.62, p
＜.001）。第 10問は、ChatGPT に改善してほしい点だ

表 1 質問と回答の度数分布（n＝256）
1．ChatGPT を知ったきっかけは何ですか？ n ％
①インターネットで見かけた
②友人や知人からの紹介
③書籍や記事
④教員の勧め
⑤その他
⑥知らない

104
8
7
7
13
117

40.60％
3.10％
2.70％
2.70％
5.10％
45.70％

2．ChatGPT を利用する目的は何ですか？ n ％
①様々な知識や情報を習得するため
②自分の課題や研究に役立てるため
③コミュニケーションの手段として利用するため
④教育・学習の一環として
⑤その他
⑥利用していない

17
6
9
4
13
207

6.60％
2.30％
3.50％
1.60％
5.10％
80.90％

3．ChatGPT を利用する頻度はどの程度ですか？ n ％
①毎日利用している
②週に数回利用している
③月に数回利用している
④それ以下
⑤利用していない

0
6
12
16
222

0％
2.30％
4.70％
6.30％
86.70％

4．ChatGPT の回答に対して満足度はどの程度ですか？ n ％
①非常に満足している
②かなり満足している
③少し満足している
④どちらとも言えない
⑤不満な点がある
⑥利用していない

4
13
11
7
5

216

1.60％
5.10％
4.30％
2.70％
2.00％
84.40％

5．ChatGPT で得た知識を実際の課題や研究にどの程度
活かしていますか？ n ％

①非常に活かしている
②かなり活かしている
③少し活かしていいる
④あまり活かしていない
⑤全く活かしていない
⑥利用していない

1
5
7
6
14
223

0.40％
2.00％
2.70％
2.30％
5.50％
87.10％

6．ChatGPT を利用することで、自分が知らなかったこ
とを学ぶことができましたか？ n ％

①非常に学ぶことができた
②かなり学ぶことができた
③少し学ぶことができた
④あまり学ぶことができなかった
⑤全く学ぶことができなかった
⑥利用していない

5
7
17
2
4

221

2.00％
2.70％
6.60％
0.80％
1.60％
86.30％

7．ChatGPT を利用することで、今までの調査方法や情
報収集方法が変わりましたか？ n ％

①大幅に変わった
②かなり変わった
③少し変わった
④あまり変わっていない
⑤全く変わっていない
⑥利用していない

5
6
6
8
7

224

2.00％
2.30％
2.30％
3.10％
2.70％
87.50％

8．ChatGPT を利用する際に不便だと感じる点はありますか？ n ％
①特にない
②回答に時間がかかることがある
③回答が適切でないことがある
④その他
⑤利用していない

9
6
19
1

221

3.50％
2.30％
7.40％
0.40％
86.30％

9．ChatGPT を利用する際に気をつけていることはありますか？ n ％
①特に気をつけていない
②情報源や引用元を確認する
③疑問点がある場合は他の情報源も参照する
④その他
⑤利用していない

6
8
18
4

220

2.30％
3.10％
7.00％
1.60％
85.90％

10．ChatGPT に改善してほしい点はありますか？ n ％
①特にない
②より高度な知識や情報に対応してほしい
③回答に必要な情報が不足していることがある
④その他
⑤利用していない

12
13
8
3

220

4.70％
5.10％
3.10％
1.20％
85.90％
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表 2 学年別の回答分布表（n＝247）
学年

1．ChatGPT を知ったきっかけは何ですか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①インターネットで見かけた
②友人や知人からの紹介
③書籍や記事
④教員の勧め
⑤その他
⑥知らない

26
0
1
3
0
42

36.10％
0.00％
1.40％
4.20％
0.00％
58.30％

29
2
2
0
7
24

45.30％
3.10％
3.10％
0.00％
10.90％
37.50％

23
3
2
3
4
36

32.40％
4.20％
2.80％
4.20％
5.60％
50.70％

23
3
1
1
2
10

57.50％
7.50％
2.50％
2.50％
5.00％
25.00％

（χ2＝28.09, df＝15, p＜.05） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

2．ChatGPT を利用する目的は何ですか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①様々な知識や情報を習得するため
②自分の課題や研究に役立てるため
③コミュニケーションの手段として利用するため
④教育・学習の一環として
⑤その他
⑥利用していない

4
1
1
2
2
62

5.60％
1.40％
1.40％
2.80％
2.80％
86.10％

4
2
1
0
4
53

6.30％
3.10％
1.60％
0.00％
6.30％
82.80％

3
1
4
1
2
60

4.20％
1.40％
5.60％
1.40％
2.80％
84.50％

4
2
2
1
3
28

10.00％
5.00％
5.00％
2.50％
7.50％
70.00％

（χ2＝11.18, df＝15, ns） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

3．ChatGPT を利用する頻度はどの程度ですか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①毎日利用している
②週に数回利用している
③月に数回利用している
④それ以下
⑤利用していない

0
0
1
3
68

0
0.00％
1.40％
4.20％
94.40％

0
2
1
6
55

0
3.10％
1.60％
9.40％
85.90％

0
2
4
1
64

0
2.80％
5.60％
1.40％
90.10％

0
1
6
4
29

0
2.50％
15.00％
10.00％
72.50％

（χ2＝20.81, df＝15, p＜.05） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

4．ChatGPT の回答に対して満足度はどの程度ですか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①非常に満足している
②かなり満足している
③少し満足している
④どちらとも言えない
⑤不満な点がある
⑥利用していない

0
1
3
1
1
66

0.00％
1.40％
4.20％
1.40％
1.40％
91.70％

2
5
0
2
1
54

3.10％
7.80％
0.00％
3.10％
1.60％
84.40％

1
3
2
2
1
62

1.40％
4.20％
2.80％
2.80％
1.40％
87.30％

1
3
4
2
2
28

2.50％
7.50％
10.00％
5.00％
5.00％
70.00％

（χ2＝17.58, df＝15, ns） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

5．ChatGPT で得た知識を実際の課題や研究にどの程度活かしていますか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①非常に活かしている
②かなり活かしている
③少し活かしていいる
④あまり活かしていない
⑤全く活かしていない
⑥利用していない

0
0
1
0
2
69

0.00％
0.00％
1.40％
0.00％
2.80％
95.80％

0
3
1
1
4
55

0.00％
4.70％
1.60％
1.60％
6.30％
85.90％

1
1
1
2
2
64

1.40％
1.40％
1.40％
2.80％
2.80％
90.10％

0
1
3
3
4
29

0.00％
2.50％
7.50％
7.50％
10.00％
72.50％

（χ2＝22.98, df＝15, ns） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％
6．ChatGPT を利用することで、自分が知らなかったことを学ぶことができ
ましたか？

1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①非常に学ぶことができた
②かなり学ぶことができた
③少し学ぶことができた
④あまり学ぶことができなかった
⑤全く学ぶことができなかった
⑥利用していない

0
1
1
1
0
69

0.00％
1.40％
1.40％
1.40％
0.00％
95.80％

1
3
3
0
2
55

1.60％
4.70％
4.70％
0.00％
3.10％
85.90％

2
1
4
0
1
63

2.80％
1.40％
5.60％
0.00％
1.40％
88.70％

2
1
8
1
0
28

5.00％
2.50％
20.00％
2.50％
0.00％
70.00％

（χ2＝28.14, df＝15, p＜.05） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％
7．ChatGPT を利用することで、今までの調査方法や情報収集方法が変わり
ましたか？

1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①大幅に変わった
②かなり変わった
③少し変わった
④あまり変わっていない
⑤全く変わっていない
⑥利用していない

0
0
2
0
1
69

0.00％
0.00％
2.80％
0.00％
1.40％
95.80％

2
1
0
3
2
56

3.10％
1.60％
0.00％
4.70％
3.10％
87.50％

2
1
2
1
2
63

2.80％
1.40％
2.80％
1.40％
2.80％
88.70％

1
3
2
3
1
30

2.50％
7.50％
5.00％
7.50％
2.50％
75.00％

（χ2＝20.57, df＝15, ns） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

8．ChatGPT を利用する際に不便だと感じる点はありますか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①特にない
②回答に時間がかかることがある
③回答が適切でないことがある
④その他
⑤利用していない

1
0
2
0
69

1.40％
0.00％
2.80％
0.00％
95.80％

3
3
3
0
55

4.70％
4.70％
4.70％
0.00％
85.90％

3
3
2
0
63

4.20％
4.20％
2.80％
0.00％
88.70％

2
0
9
1
28

5.00％
0.00％
22.50％
2.50％
70.00％

（χ2＝32.81, df＝15, p＝.001） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

9．ChatGPT を利用する際に気をつけていることはありますか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①特に気をつけていない
②情報源や引用元を確認する
③疑問点がある場合は他の情報源も参照する
④その他
⑤利用していない

0
1
2
0
69

0.00％
1.40％
2.80％
0.00％
95.80％

2
1
4
3
54

3.10％
1.60％
6.30％
4.70％
84.40％

1
3
4
0
63

1.40％
4.20％
5.60％
0.00％
88.70％

1
2
8
1
28

2.50％
5.00％
20.00％
2.50％
70.00％

（χ2＝23.84, df＝15, p＜.05） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％

10．ChatGPT に改善してほしい点はありますか？ 1 2 3 4
n ％ n ％ n ％ n ％

①特にない
②より高度な知識や情報に対応してほしい
③回答に必要な情報が不足していることがある
④その他
⑤利用していない

3
1
0
0
68

4.20％
1.40％
0.00％
0.00％
94.40％

4
3
2
0
55

6.30％
4.70％
3.10％
0.00％
85.90％

1
3
2
2
63

1.40％
4.20％
2.80％
2.80％
88.70％

4
5
2
1
28

10.00％
12.50％
5.00％
2.50％
70.00％

（χ2＝19.43, df＝15, ns） 72 100.00％ 64 100.00％ 71 100.00％ 40 100.00％
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が、より高度な知識や情報に対応してほしいが最も多か
ったが、回答はばらついていた。

3．学年別の利用傾向
問 1から問 5について、学年別の回答分布と統計結果
を表 2に示した。第 1問では、知らない割合は 4年生で
はかなり少なくなり、4年生では最も多かった選択はイ
ンターネットで見かけたで、58％と半数を超えていた。
表に示したように、この回答の偏りは統計的に有意であ
った。ただし、4年生は選択授業であるので標本の偏り
である可能性もある。
問 2の回答でも、知識や情報を取得するためという選
択が 10％となっており、就職や卒業研究などの必要性
から、4年生ではネット利用が高まっている可能性もあ
る。利用していない割合も低学年では 8割以上だが 4年
生では 7割であった。しかし、この違いは統計的には有
意でなかった。
問 3の ChatGPT の利用頻度を見ると、月に数回以上

の頻度で利用している割合の合計は 1年生 1％、2年生
5％、3年生 8％に対して 4年生は 18％と最も多い。利
用していない割合も 4年生では少なく、これは統計的に
有意であった。問 4と問 5の満足度や活用については学
年による明確な違いは見当たらなかった。表にあるよう
に、問 6以降も 3問が統計的に有意な違いを示してお
り、利用している学生の割合が学年別で異なることに対
応していた。

考 察

1．本学心理科学科の学生の ChatGPT の現状
利用実態の結果を取りまとめると、この時点では

ChatGPT は 15％以下の学生が利用しているにすぎず、
利用している場合も、その頻度は月に数回以下と非常に
低い。また、ChatGPT のテキスト生成という特徴を活
かす利用の仕方にはまだ至ってはいないと考えられる。
この利用にあたって、目的が明確な利用が進んでいな
いという実態を反映して、利用の課題について多くの人
たちから意見を聞くことはできなかった。また、利用し
ている人たちも、まだ利用が進んでいないことから、そ
れほど明確には意見が示されていなかったといえるが、
今後、利用が増加していくであろうが、その利用に際し
ては他の情報も参照するなど、気を付けるべきことがあ
ることが示唆された。
全般的に、それほどは明確ではないが、低学年と比較
すれば、高学年のほうが利用がやや多い傾向がある可能
性がある。しかし、4年生の授業では、卒論指導をして
いる学生が含まれており、ゼミ指導にあたっては、卒論

執筆にあたって、ChatGPT を活用することで、コピペ
によって、結果の記述などで同じ表現が続くのを避ける
工夫などの活用法や、それが将来の職業生活にも役立つ
可能性を伝えており、4年生では部分的にその影響もあ
ったかもしれない。
また、現在、急速に利用が進んでおり、今後の利用の
浸透によっては、利用状況が大きく変化する可能性があ
る。その場合、他大学で懸念されているように、
ChatGPT にレポート書かせて、自分のものとして提出
するなどの可能性がないわけではない。
このためには、どのように対応するのかについて、準
備をしておく必要性はある。準備のひとつとしては、教
員自身が、生成 AI について理解を深める必要がある。
教員が、教育を企画したり、研究報告を作成したりする
自分の業務についても、生成 AI によって何ができるの
かを理解することが必要である。
最近の報告では、ソーシャルメディアが急速に浸透し
ているのと同様に、生成 AI が大きな社会変化をもたら
す可能性があり、大学生が積極的に取り入れる意欲をも
つことの重要性も指摘されている（Raman et al., 2023）。
この技術が、創造性の低下ではなく、その向上へつなが
るためには、積極的な活用も必要となると考えられる。

2．今後の課題
科学領域における会話型の生成 AI の影響について
は、Nature 誌に臨床心理学が専門の Bockting らが、ポ
イントをまとめている。そこでは、すでに、研究者が、
①講演などの原稿の作成、②文献の要約、③論文の草稿
作りや改稿、④研究課題の発見、⑤統計解析などに活用
していると紹介されている。そして、今後は、⑥実験計
画作成、⑦原稿の執筆、⑧査読、⑨論文採否の決定にも
活用されるだろうと推測されている（van Dis et al.,
2023）。
このことは、大学教員の研究活動のかなりの部分が、
生成 AI によって支援され、少なくとも部分的に代行さ
れることを意味している。しかし、それが研究の質を高
めるかどうかは保証されているわけではない。大学生が
使用する時に懸念されるのと同じような、誠実さを脅か
すことになる可能性を含んでいる。
今回の調査は、調査項目の原案を作成したのは、

ChatGPT である。もちろん、全てそのままではないし、
その調査を実施することを決定し、結果を分析したの
は、著者であるので、研究内容の責任は著者として負う
必要がある。その場合、どこの部分にどのような責任が
あるのかを明確に整理しておく必要がある。
大学生は、大学教員をモデルとして学問を修得してい
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く。したがって、大学教員の生成 AI 利用の枠組みが決
まれば、大学生をどのように指導するのがよいのかは、
より明確になるはずである。そうでないと、教員が生成
AI に作成させたテストを、学生には AI の助けなしに
その場で回答させるといった、笑い話のようなことに陥
るだろう。
心理学に関連する実践領域としては、チャットボット
によるカウンセリングの可能性も検討されている（牧野
ら、2022）。また、ネットいじめという状況における、
傍観者行動を変えるために、チャットボットが発話者の
ように参加する可能性が検討されている（植田ら、
2019）。このことは、心理サービスの一部分については、
より信頼できるとされれば、これまで人間が行ってきた
サービスが、生成 AI に置き換わる可能性があることを
示唆している。そして、その技術があれば、カウンセリ
ングを修得する教育の場面でも、患者役を代行する生成
AI のモデルが重要な果たすことができるだろう。
ちなみに、ChatGPT に、その発展によって心理サー
ビスにどのような影響がありうるのかを予想させると、
①オンラインカウンセリングの増加、②AI による心理
査定、③テレヘルスサービスの充実、④現在よりパーソ
ナライズされた治療法の提供があげられた。これを見る
と、心理学専門家にとって、遠隔地からでも、また、い
つでも利用可能な心理サービスを提供するためには、生
成 AI の知識は必須であるように思われる。
本調査の結果からは、本学で早急に学生に向けて生成

AI についてガイドラインを出す必要性は低いように判
断される。しかし、最近、学術雑誌の editorial の執筆に
あたって、ChatGPT の支援を受けていることが記載さ
れ、執筆者名に ChatGPT と連記されているのを実際に
目にした（Lambert, 2022）。これは、ごく一部の極端な
例であるかもしれないが、生成 AI とともにさまざまな
文章を作成する場合に、どのように効果的にまた倫理的
に活用する筋道を整理することが、いますぐに必要であ
ることを示している。
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参考表 1 ChatGPT 調査に用いた質問文と選択肢

質問文 回答選択肢
1．ChatGPT を知ったきっかけは何ですか？ ①インターネットで見かけた②友人や知人からの紹介③書籍や記事④教員の勧め

⑤その他⑥知らない
2．ChatGPT を利用する目的は何ですか？ ①様々な知識や情報を習得するため②自分の課題や研究に役立てるため③コミュ

ニケーションの手段として利用するため④教育・学習の一環として⑤その他⑥利
用していない

3．ChatGPT を利用する頻度はどの程度です
か？

①毎日利用している②週に数回利用している③月に数回利用している④それ以下
⑤利用していない

4．ChatGPT の回答に対して満足度はどの程
度ですか？

①非常に満足している②かなり満足している③少し満足している④どちらとも言
えない⑤不満な点がある⑥利用していない

5．ChatGPT で得た知識を実際の課題や研究
にどの程度活かしていますか？

①非常に活かしている②かなり活かしている③少し活かしていいる④あまり活か
していない⑤全く活かしていない⑥利用していない

6．ChatGPT を利用することで、自分が知ら
なかったことを学ぶことができましたか？

①非常に学ぶことができた②かなり学ぶことができた③少し学ぶことができた④
あまり学ぶことができなかった⑤全く学ぶことができなかった⑥利用していない

7．ChatGPT を利用することで、今までの調
査方法や情報収集方法が変わりましたか？

①大幅に変わった②かなり変わった③少し変わった④あまり変わっていない⑤全
く変わっていない⑥利用していない

8．ChatGPT を利用する際に不便だと感じる
点はありますか？

①特にない②回答に時間がかかることがある③回答が適切でないことがある④そ
の他⑤利用していない

9．ChatGPT を利用する際に気をつけている
ことはありますか？

①特に気をつけていない②情報源や引用元を確認する③疑問点がある場合は他の
情報源も参照する④その他⑤利用していない

10．ChatGPT に改善してほしい点はあります
か？

①特にない②より高度な知識や情報に対応してほしい③回答に必要な情報が不足
していることがある④その他⑤利用していない
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